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そもそもメタボ該当者に健診日前に健康行動を促す通知を送って
メタボ改善に効果があるのか?

健診日を意識（ゴール）
行動目標の想起（思い出す）
健康行動の習慣化（続ける）

特保実施者（終了者と中断者）

2018年度
重点施策として実施

次年度健診の3か月前に行動目標と
生活習慣を振り返る封書を送る

特保未実施者
（ランダム化比較試験）

2019年度
重点施策として実施

次年度健診の3か月前に減量目標値等と
ナッジを取り入れた圧着ハガキを送る

※第93回 日本産業衛生学会にて報告

効果
あり

※第94回 日本産業衛生学会にて報告

効果
あり
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【背景】
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35歳～40歳未満のメタボ該当者推移

メタボ 予備群

特定保健指導は40歳以上を対象としているが、
30歳代でメタボ該当となる者が多い印象（現場の声）?

40
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40歳代へ

特保＆メタボ該当の全体に占める
35歳～40歳未満の割合は13.0％、
30歳代ですでに一定程度のリスク群
が存在し、40歳手前で加速している。
⇒早期の介入が必要

1,933人
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【目的】



【 方 法 】
【分析対象者（介入群）】
2021年9月～2022年2月（6か月間）に生活習慣病予防健診を受けた者のうち
以下に該当する者。
①健診時に35歳～40歳未満のメタボリックシンドローム及び予備群の基準
に該当しており、服薬なし及び保健指導を受けていない者。

②健診時に40歳～70歳未満の特定保健指導（積極的支援、動機づけ支援）
に該当しており、特定保健指導を受けていない者。

③上記の①～②のうち、1か月に１kg減を基本とし、健診までの3か月間に、
最大3kg減量すると対象から外れそうな者。

【分析対象者（非介入群）】
2019年9月～2020年2月（6か月間）に生活習慣病予防健診を受けた者のうち
上記の①～③に該当する者。

【送付方法】
介入群に対し、当該健診月を起点として、次年度（2022年度）の健診3か月前※

に自宅住所に文書（圧着はがき）を送付した。

※ 2019年度の分析結果より、協会けんぽの被保険者は毎年同じ月に健診を受ける傾向にあった
（前年度健診日±30日で9割が受診） 例:2021年9月健診受診者→2022年6月に送付
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通知はがき（圧着4面_外面）
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減量目標値1～3キロ_メタボ該当or積極的支援
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減量目標値1～3キロ_メタボ予備群or動機づけ支援
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補足;減量目標値なし_3キロ以上減量が必要な該当者
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検証デザイン
健診2021年9月～2022年2月

通知前 通知なし

階層化レベルを比較（「非該当」、「積極(メタボ)→動機(予備群)」を効果あり）

介入群 非介入群

●40歳未満147人●40歳以上1,135人

※次の該当者を除く
・ 2022年度の健診未受診者、資格喪失者、判定不能者
・ 通知前及び通知月に健診を受けた者
・ 通知文書不達者

●40歳未満131人●40歳以上798人

カイ二乗検定、有意水準5％

【分析対象者】①～③に該当する者
①40歳未満のメタボと予備群該当者であって血圧、血糖、脂質の服薬なしの者
②40歳以上の特保（積極＋動機）該当者であって特保未実施の者
③減量目標値3キロ未満の者

健診2019年9月～2020年2月

2022年9月～2023年2月健診データと突合

※2020年度の健診未受診者、
資格喪失者、判定不能者を除く

2020年9月～2021年2月健診データと突合

（通知なし）
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【 結 果 】
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【 考 察 】
〇特定保健指導（特保）は40歳以上が対象であるが、すでに30歳代
においても内蔵脂肪型肥満者が一定の割合で存在することが確認できた
（13％）。国民健康栄養調査（2019）の食習慣・運動の意思を問う
設問では、30代男性のうち食習慣は25.0％、運動習慣は26.8％が
「関心はあるが改善するつもりはない」と答えていることから、若年肥満者
には情報源に「関心を引くための工夫」が必要と考える。

〇特保未実施者において、健診３か月前に個別に減量目標値を提示し、
生活習慣を振り返るきっかけを与える通知は、次年度のメタボ改善に効果
があった（第8回フォーラム）ことから、今回は40歳未満のメタボ対象者にも
同様の方法でナッジ通知の送付を試みた。この事業開始前の健診データを
非介入群として40歳未満の改善率を比較した結果、介入群（55.8％）
と非介入群（41.2％）には14.6％の差があり、有意な効果が認められた。

〇40歳以上と40歳未満では用いた階層化基準が若干異なるが、服薬者
を除外する等、40歳以上と40歳未満の基準は極力揃えて比較した。
今後も事業評価を繰り返し、本事業を実施していくこととする。
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